
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
名
を
冠
す
る
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館

の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
と
ガ
ヴ
リ
ラ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
遠
征
時
に
遡
る
品
物
が
、

相
当
数
あ
っ
て
、
展
示
品
の
数
は
、
総
計
数
十
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
こ
の
数
字
は
か

な
り
条
件
付
き
の
も
の
で
、
個
々
の
品
物
が
こ
の
遠
征
時
の
も
の
に
帰
属
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
想
定
の
域
を
出
ず
、
博
物
館
の
文
書
に
も
フ

ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
一
つ
な
い
。

こ
の
不
正
確
さ
は
、
歴
史
的
経
緯
に
原
因
し
て
い
る
。
最
初
の
日
本
の
物
品
は
、

一
七
世
紀
の
初
め
か
ら
一
九
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
の
時
期
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
帝
室
ア
カ
デ
ミ
ー
に
順
次
移
管
さ
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
議
の
審
議
後
受
領
さ

れ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館

(

ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ)

に
保
存
さ
れ
た
。

一
八
一
〇
年
代
よ
り
、
旧
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館

(

ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ)

は
徐
々
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日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
報
告

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館

(

ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ)

が
蒐

集
し
た
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
遠
征
関
係
資
料
に
つ
い
て

二
〇
一
〇
年
五
月
二
四
日
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
か
ら
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
人
類
学
民
族
学
博
物
館

(

ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ)

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
上
級
研
究
員
、
ロ
シ

ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ソ
コ
ロ
フ
館
長
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ

フ
ス
キ
ー
館
長
を
む
か
え
、
日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
を
、
史
料
編
纂
所
と
日
本
学
士
院

(

国
際
学
士
院
連
合
関
連
＝
日
本
関
係
在
外
未
刊
行
史
料
調
査
事
業
の
一
環)

の
共
催
に
よ
り
開

催
し
た

(

通
算
十
回
目)
。

第
一
報
告
に
た
っ
た
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
研
究
員
は
、
一
九
世
紀
初
頭
日
露
間
の
北
方
紛
争
に
お
い
て
ロ
シ
ア
側
が
接
収
し
た
日
本
品
の
リ
ス
ト
と
、
現
在
人
類
学
民
族
学
博
物
館
に
残
る
所
蔵
品
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
日
本
側
が
使
用
し
た
大
砲
類
も
分
捕
ら
れ
、
ロ
シ
ア
皇
帝
の
裁
可
を
経
て
、
現
在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
所
在
す
る
と
い
う
。
接
収
さ
れ
た
大
砲
や
武
具
、
調
度
品
な
ど
が
画
像
で
紹
介

さ
れ
る
と
、
会
場
に
は
ど
よ
め
き
が
わ
い
た
。
ク
リ
モ
フ
研
究
員
の
第
二
報
告
は
、
一
八
六
二
年
に
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
た
竹
内
使
節
団
の
歓
迎
式
典
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
側
の
史
料
を
駆
使
し
て
詳
細
な
検

討
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
ソ
コ
ロ
フ
歴
史
文
書
館
長
の
第
三
報
告
で
は
、
同
館
が
所
持
す
る
儀
典
事
務
部
の
関
係
史
料
を
駆
使
し
、
一
八
七
三
年
に
ロ
シ
ア
を
訪
れ
た
岩
倉
使
節
団
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
四
報
告
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
海
軍
文
書
館
長
は
、
北
清
事
変
に
お
け
る
列
強
海
軍
の
共
同
作
戦
に
関
し
て
発
表
し
た
。
各
報
告
は
、
い
ず
れ
も
ロ
シ
ア
側
の
一
次
史
料
や
所
蔵
品
に
も
と
づ
き
、
こ
れ

ま
で
日
本
の
学
界
に
は
未
紹
介
の
も
の
も
多
く
、
画
像
で
紹
介
さ
れ
た
品
々
や
ロ
シ
ア
史
料
の
読
み
方
、
論
点
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
質
疑
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
以
下
、
こ
の
四
報
告
を
掲
載
す
る
。

最
後
に
、
研
究
集
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
研
究
員
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。

(

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
／
保
谷

徹)
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に
改
組
・
再
編
成
さ
れ
、
互
い
に
独
立
し
た
ア
カ
デ
ミ
ー
の
各
施
設
に
分
割
さ
れ
た
。

従
っ
て
、
民
族
学
博
物
館
が
創
設
さ
れ
た
一
八
三
八
年
ま
で
に
ア
カ
デ
ミ
ー
に
納
め

ら
れ
た
日
本
の
物
品
は
、
最
初
は
旧
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
、
そ
の
後
ア
ジ
ア
博
物

館

(

一
八
一
八
年
に
分
離)

に
保
存
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
個
々
の
リ
ス
ト
に
従
い
、
人

類
学
・
民
族
学
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
。
初
期
の
日
本
の
物
品
の
ア
ジ
ア
博
物
館
か

ら
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
へ
の
移
管
は
、
一
九
世
紀
末
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
そ
の

際
、
物
品
、
そ
の
番
号
、
お
よ
び
付
属
書
類
の
混
乱
が
し
ば
し
ば
生
じ
た
。

こ
の
結
果
、
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
あ
っ
た
初
期
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一

部
は
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
に
、
一
部
は
ア
ジ
ア
博
物
館(

現
・
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
古
籍
文
献
研
究
所)

、
加
え
て
、
帝
室
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
、
大
砲
博
物
館
、
さ

ら
に
は
一
九
一
八
年
に
創
設
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
の
東
洋
民
族
博
物
館
に
、
そ
れ
ぞ
れ

所
在
が
移
っ
た
。
こ
れ
ら
の
移
管
品
に
付
属
し
て
い
た
書
類
は
、
現
在
、
幾
つ
か
の

文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
主
な
も
の
は
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文

書
館
部
門
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
物
品
の
移
管
事
実
を
記
録
し
た

ア
カ
デ
ミ
ー
会
議
の
議
事
録
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

博
物
館
の
物
品
が
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
、
現
在

最
も
重
要
な

｢

内
的｣

情
報
源
と
な
る
の
は
、
物
品
目
録
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
移
管
簿

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
書
類
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一

九
世
紀
末
以
降
の
こ
と
で
、
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館

(

ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ)

の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
最
初
の
日
本
物
品
が
入
っ
て
か
ら
、
お
よ
そ
一
八
〇
年
後
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
往
々
に
し
て
、
そ
れ

を
送
付
し
た
元
の
蒐
集
者
の
名
で
は
な
く
、
登
録
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
ア
カ
デ
ミ
ー

の
責
任
者
の
官
吏
ま
た
は
施
設
の
名
で
あ
っ
た
。
初
期
の
物
品
蒐
集
の
経
緯
に
関
す

る
調
査
報
告
は
、
す
で
に
一
九
世
紀
末
に
は
、
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
の
伝
統
か

ら
失
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館
の
一
連
の
改
組
・
再
編
、
さ
ら

に
は
、
初
期
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
施
設
か
ら
施
設
へ
の
再
三
に
わ
た
る
移
管
の
直
接

の
結
果
で
あ
り
、
記
録
書
類
の
甚
だ
し
い
混
同
と

｢

放
置｣

状
態
も
同
様
の
結
果
を

引
き
起
こ
し
た
。

現
在
、
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト

フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
遠
征
に
起
源
す
る
と
想
定
さ
れ
る
物
品
は
、
他
の
初
期
の
移
管

品
の
中
に
埋
没
し
て
い
る
。｢

混
成｣

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
六
七
七
号
、
六
七
九
号
、

六
八
〇
号
、
六
八
一
号
が
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
は
博
物
館
間
で
の
移
管
物

(

ア
ジ
ア
博

物
館
、
帝
室
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
、
廃
館
さ
れ
た
海
軍
庁
博
物
館
か
ら
の
移
管
品)

と

し
て
、
一
九
世
紀
末
に

｢

遡
っ
た
日
付｣

で
登
録
さ
れ
て
お
り
、
蒐
集
者
の
名
も
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
目
録
は
、
整
合
性
が
な
く
、
混
同
も
甚
だ
し
く
、
特

に
六
七
七
号
、
六
八
一
号
は
ひ
ど
い
状
態
で
あ
る
が
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
移
管
さ

れ
た
日
本
物
品
で
今
日
保
存
さ
れ
て
い
る
物
の
う
ち
、
最
も
初
期
の
も
の
が
す
べ
て

記
載
さ
れ
て
い
る
。

保
存
さ
れ
て
い
る
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
最
も
早

い
も
の
は
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
治
世
最
後
の
時
期
の
も
の
で
、
蒐
集
者

(

寄

贈
者)

は
、
日
本
の
船
頭
で
あ
る
大
黒
屋
光
太
夫

(

一
七
九
一
年)

、
ロ
シ
ア
最
初

の
訪
日
使
節
Ａ
・
ラ
ク
ス
マ
ン

(

一
七
九
四
年)

、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
医

師
ア
ル
ノ
ル
ド
・
ヨ
ハ
ン
・
シ
ト
ゥ
ツ
ェ
ル

(

一
七
九
五
年)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

物
品
は
す
べ
て
、
蒐
集
者
に
よ
り
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
に
献
上
さ
れ
、
そ
の
後
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
移
管
さ
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館

(

ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ)

に
保

存
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
博
物
館
が
作
ら
れ
た
後
は

(

一
八
一
八
年)

、
こ
れ
ら
の
物
品

は
そ
ち
ら
に
移
さ
れ
、
民
族
学
博
物
館
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
、
初
期
の
日
本
の

｢

民
族
学
的｣

物
品
は
、
し
だ
い
に
、
ア
ジ
ア
博
物
館
か
ら
民
族
学
博
物
館
に
移
管

さ
れ
た
が
、
書
物
や
文
書
類
は
ア
ジ
ア
博
物
館
に
残
さ
れ
た

(

�)

。

｢

エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ｣

時
代
の
上
記
蒐
集
者
の
物
品
の
同
定
に
そ
の
能
力
を
発
揮

し
た
研
究
者
が
、
Ｒ
・
Ａ
・
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
ト
ヴ
ァ
で
あ
る
。
彼
女
は
、
人
類
学
・

民
族
学
博
物
館
論
集
に

｢
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
よ
り｣

と
題
す
る
大
論
文
を

( ) ロシア科学アカデミー人類学・民族学博物館 (クンストカーメラ) が蒐集したフヴォストフ・ダヴィドフ遠征関係資料について (シニーツィン)103
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公
に
し
た

(

文
献
四
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
ト
ヴ
ァ
二
八
〇
―
三
〇
三
頁)

。
こ
の
論
文

は
、
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
の
初
期
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蒐
集
の
歴
史
と
、
そ
れ
ら

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
反
映
し
た
目
録
の
特
徴
を
理
解
す
る
鍵
と
な
る
。

人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
の
日
本
展
示
室
に
大
黒
屋
光
太
夫
と
Ａ
・
ラ
ク
ス
マ
ン

の
物
品
を
対
象
と
し
た
一
角
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ｒ
・
Ａ
・
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
ト
ヴ
ァ

の
功
績
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
女
は
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
遠
征

に
関
係
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
六
七
七
号
の
中
か
ら

(

�)

、
更
に
特
別
な
グ
ル
ー
プ
を
取

り
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
八
〇
七
年
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
は
、

露
米
貿
易
会
社
に
帰
属
す
る
大
量
の
戦
利
品
を
集
め
、
同
年
十
月
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
に

戻
っ
た
が
、
港
湾
司
令
官
の
Ｉ
・
Ｎ
・
ブ
ハ
ー
リ
ン
海
軍
大
佐
に
よ
り
海
賊
行
為
の

嫌
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
は
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ

ド
フ
が
急
襲
後
、
日
本
の
金
を
持
ち
帰
っ
た
と
疑
い
、
そ
れ
を
掠
奪
し
よ
う
と
試
み
、

金
は
一
切
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
信
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
Ｄ
・
Ｖ
・

ポ
ズ
ド
ネ
エ
フ
は
、
日
本
の
一
九
世
紀
の
史
料
や
記
録

(

正
確
に
は
、
マ
ツ
ナ
ガ
・

チ
ョ
ケ
ン

『

唐
太
お
よ
び
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ』)

【
松
永
聴
劍

『

樺
太
及
勘
察
加』

博
文

館
一
九
〇
五�

】
に
則
り
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
に
捉
え
ら
れ
た
日
本
人
の

回
想
記
を
手
が
か
り
に
、
接
収
さ
れ
た
物
品
を
記
述
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ナ

(

現
ク
リ
リ
ス
ク
市)

の
要
塞
で
手
に
入
れ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

｢

酒
五
〇
―
六
〇
樽
、
米
三
〇
袋
、
日
本
の
武
具
の
揃
い
五
〇

(

す
な
わ
ち
甲
冑
一

組
。
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
注)

、
弓
五
〇
、
鎗
二
〇
、
大
砲
一
…
、
短
銃
三
、
小
銃
約
三

〇
、｢

マ
ト
ヤ｣

(

竹
製
の
旗
に
似
た
飾
り)

、
金
の
輪
付
き
の
か
ご
、
旗
、
幕
…
、

金
張
り
屏
風
二
対
、
そ
の
他
に
刀
、
お
よ
び
様
々
な
雑
物
…
。｣

(

文
献
六
、
ポ
ズ
ド

ネ
エ
フ
二
〇
五
頁)

｢

ル
イ
タ
カ
か
ら
ロ
シ
ア
人
は
、
ソ
オ
ヤ
港
の
入
り
口
の
近
く
に
あ
る
小
さ
な
島

リ
シ
リ
に
移
動
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ン
ク
四
隻
が
発
見
さ
れ
た
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
に
ソ
オ
ヤ
の
守
備
隊
の
た
め
の
備
蓄
品
が
積
ん
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
ジ
ャ
ン
ク
を
ロ
シ
ア
人
は
破
壊
し
て
燃
や
し
、
太
閤
様

(

豊
臣
秀
吉)

が
朝
鮮
人

か
ら
奪
い
取
っ
た
一
〇
フ
ィ
ー
ト
の
青
銅
の
大
砲
だ
け
を
持
ち
去
っ
た
。｣

(

文
献
六
、

ポ
ズ
ド
ネ
エ
フ
一
八
〇
頁)

｢

彼
ら
は
…
米
六
〇
〇
袋
、
酒
数
樽
、
煙
草
、
木
綿
布
、
食
器
類
一
揃
、
汁
用
の

碗
、
積
ん
で
あ
る
商
品
な
ど
す
べ
て
残
ら
ず
略
奪
し
た
。
そ
の
後
彼
ら
は
、
租
税
徴

収
の
建
物
、
木
造
の
倉
、
そ
の
他
の
小
屋
、
全
部
で
十
一
棟
に
火
を
放
ち
、
そ
の
後

で
弁
天
の
祭
壇
に
火
を
付
け
、
偶
像
を
持
ち
去
っ
た
…
。｣

(

文
献
六
、
ポ
ズ
ド
ネ
エ

フ
一
六
〇
頁)

Ｄ
・
Ｖ
・
ポ
ズ
ド
ネ
エ
フ
は
、｢

民
族
学
的｣

物
品
の
接
収
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
評
し
て
い
る
。｢

レ
ザ
ノ
フ
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
崇
拝
用
具
と
一
緒
に
、
誰

か
仏
教
僧
を
捕
捉
し
て
連
れ
去
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
命
令
を
実
行
す
る
た

め
に
、
弁
天
堂
か
ら
女
神
の
像
を
持
ち
出
し
、
船
に
運
ん
だ
。
彼
が
押
収
し
た
品
物

の
一
部
は
、
何
ら
金
銭
的
価
値
は
有
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
ら
を
持
ち
去
っ

た
の
も
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
武
具
や
甲
冑
を
手
当
た
り
次
第
に
蒐

集
し
た
の
も
、
明
ら
か
に
、
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。｣

(

文
献
六
、
ポ
ズ
ド
ネ
エ

フ
二
三
五
頁)

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
遠
征
の
戦
利
品
は
、
ロ
シ
ア
と
同
時
に
日
本
の

研
究
者
の
興
味
を
引
き
、
そ
れ
は
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
八
一
一
年

か
ら
一
八
一
三
年
に
か
け
て
日
本
の
捕
虜
に
な
っ
て
い
た
Ｂ
・
Ｍ
・
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
は

そ
の
著
書
で
、
彼
を
尋
問
し
た
日
本
の
役
人
の
様
々
な
質
問
の
内
に
、｢

持
ち
去
ら

れ
た
日
本
の
武
器
や
そ
の
他
の
品
物
は
、
ロ
シ
ア
で
は
、
い
か
な
る
か
た
ち
で
使
用

さ
れ
て
い
る
の
か｣

と
の
質
問
も
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
ゴ

ロ
ヴ
ニ
ン
の
答
え
は
、
次
の
よ
う
の
も
の
で
あ
っ
た
。｢

武
器
お
よ
び
日
本
の
品
物

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
長
官
に
没
収
さ
れ
、
国
庫
の
管
理
下
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後

そ
れ
ら
が
ど
う
な
っ
た
か
は
我
々
に
は
判
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
、
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我
々
は
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
だ
…
。｣

(

文
献
一
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
一
九
四

九
年
一
六
九
頁
。
文
献
二
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
一
九
七
二
年
一
〇
八
頁)

Ｄ
・
Ｖ
・
ポ
ズ
ド
ネ
エ
フ
は
、
遠
征
か
ら
持
ち
帰
っ
た
荷
の
大
部
分
は
、
日
本
の

倉
庫
か
ら
接
収
さ
れ
た
、｢

戦
略
的
備
蓄｣

と
し
て
の
食
糧

(

米
、
塩
、
干
し
魚
、

酒)

で
、
そ
れ
ら
は
後
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
住
民
と
会
社
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
尽
く
し

た
、
と
、
指
摘
し
て
い
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
湾
司
令
官
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
行
為
に
対
す

る
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
の
訴
状
の
中
に
次
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ノ
ナ
号
と
ア
ヴ
ォ

シ
号
の
荷
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
の
部
下
た
ち
に
よ
っ
て
掠
奪
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
三
〇

〇
点
の
書
物
、
大
量
の
漆
器
、
武
器
、
甲
冑
、
そ
の
他

｢

そ
の
使
い
方
は
我
々
に
は

お
よ
そ
判
か
ら
な
い｣

よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。｢

す
べ
て
略
奪
さ
れ
、
壊

さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
地
位
・
身

分
の
人
間
で
あ
れ
、
日
本
の
品
物

を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
な
人
間
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
に
は
ま
ず
い
な
い
。｣

(

オ
ホ
ー
ツ
ク
で
強
奪
さ
れ
た
日

本
の
品
物
に
つ
い
て
は
、
文
献
七
、

史
料
集
一
七
九
頁
、
文
献
三
、
ダ

ヴ
ィ
ド
フ
一
二
―
二
七
頁
、
参
照)

い
ず
れ
に
せ
よ
、
荷
の
大
部
分

は
、
返
還
さ
れ
る
こ
と
な
く
失
わ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
Ｄ
・
Ｖ
・
ポ

ズ
ド
ネ
エ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。｢

会
社
の
資
料
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
船
を
拘
束
し
た

際
に
ブ
ハ
ー
リ
ン
が
押
収
し
た
日

本
の
品
物
は
、
同
氏
に
よ
り
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
一
部
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
送
ら
れ
、
日
本
の
大
砲
二
基
と
小
口

径
砲
は
、
皇
帝
の
命
令
に
よ
り
、
保
管
の
た
め
に
武
器
庫
に
収
め
ら
れ
た

(｢

武
器

庫｣

は
現
在

｢

砲
兵
・
工
兵
・
通
信
兵
の
軍
事
史
博
物
館｣

と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ

に
日
本
の
大
砲
が
今
で
も
あ
る
。
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
注)

。
押
収
さ
れ
た
も
う
一
つ
の

小
口
径
砲
は
会
社
か
ら
大
公
ニ
コ
ラ
イ
・
パ
ヴ
ロ
ヴ
ィ
チ
閣
下
に
献
上
さ
れ
た｣

(

�)

(

文
献
六
、
ポ
ズ
ド
ネ
エ
フ
二
二
八
頁
。
文
献
八
、
チ
フ
メ
ー
ネ
フ
一
六
〇
頁)

。
日

本
の
大
砲
の
そ
の
後
の
運
命
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
書
史
料
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
史
料

(�
�
�
�

�
��	
�

�


�
�

�

��
�������

�
�
�
���

�
��)

よ
り
引
用

す
る
。

｢

日
本
の
大
砲
と
小
口
径
砲
の
件

(

露
米
会
社
よ
り)

一
八
〇
八
年
、
故
レ
ザ
ノ
フ
侍
従
の
発
案
に
従
い
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
海
軍
大
尉
が
サ

ハ
リ
ン
に
行
っ
た
際
、
同
大
尉
は
、
同
地
に
定
住
し
て
い
る
日
本
人
か
ら
、
大
砲
二

基
、
銅
製
お
よ
び
鋳
鉄
製
の
小
口
径
砲
二
基
を
取
得
し
た
。
大
砲
は
、
そ
の
作
り
、

お
よ
び
い
く
つ
か
の
刻
印
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
製
で
、
日
本
に
住
み
着
い
た
キ
リ
ス

ト
教
徒
が
、
追
放
さ
れ
る
以
前
に
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
一
方
、
小
口
径
砲
は
日
本
人
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

武
器
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
街
道
を
運
ぶ
に
は
、
小
回
り
が
き
か
ず
重
す
ぎ
る
の
で
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
に
留
め
置
か
れ
、
そ
こ
か
ら
当
社
の
植
民
地
に
運
ば
れ
た
が
、
既
に
昨
年
、

そ
こ
か
ら
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
に
送
ら
れ
た
。
当
社
幹
部
会
は
、
こ
れ
ら
の
武
器
が
稀

覯
品
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
も
し
皇
帝
陛
下
の
ご
意
志
に
沿
う
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

国
家
武
器
庫
に
保
存
さ
れ
て
こ
そ
、
価
値
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
幹
部
会
は
、
閣

下
に
、
こ
の
こ
と
を
皇
帝
陛
下
に
お
伝
え
下
さ
る
よ
う
、
二
基
の
大
砲
の
図
を
本
状

に
添
え
て
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

理
事

ヴ
ェ
ネ
ヂ
ク
ト
・
ク
ラ
ム
メ
ル

理
事

ア
ン
ド
レ
イ
・
セ
ヴ
ェ
リ
ン

( ) ロシア科学アカデミー人類学・民族学博物館 (クンストカーメラ) が蒐集したフヴォストフ・ダヴィドフ遠征関係資料について (シニーツィン)105
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理
事

イ
ヴ
ァ
ン
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ

一
八
二
二
年
七
月
【
日
付
な
し
。
あ
る
い
は
、
不
明
】

以
下
の
部
分
は
大
蔵
大
臣

(

Ｄ
・
Ａ
・
グ
リ
エ
フ
伯
爵)

の
直
筆
に
よ
る
。

皇
帝
陛
下
は
、
小
口
径
砲
の
う
ち
一
基
を
ニ
コ
ラ
イ
・
パ
ヴ
ロ
ヴ
ィ
チ
閣
下
に
贈
与

し
、
残
り
一
基
を
保
管
の
た
め
武
器
庫
に
引
き
渡
す
よ
う
、
ご
裁
可
な
さ
れ
た
。

一
八
二
二
年
七
月
一
四
日

(
署
名)

図
は
上
申
書
と
共
に
原
本
に
添
付
。｣

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
が
遠
征
か
ら
持
ち
帰
っ
た
物
品
で
、
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
れ

ら
を
同
定
す
る
た
め
の
最
も
重
要
な
文
書
史
料
と
な
る
の
が
、
一
八
一
〇
年
一
一
月

一
一
日
付
の

｢

皇
帝
陛
下
に
献
上
さ
れ
る
日
本
の
品
物
目
録｣

で
あ
る

(

�)

。
こ
の
目
録

は
、
会
社

(

す
な
わ
ち
露
米
貿
易
会
社)

の
筆
頭
理
事
ミ
ハ
イ
ル
・
ブ
ル
ダ
コ
フ
の

署
名
が
入
っ
て
お
り
、
セ
ピ
ア
イ
ン
ク
で
書
か
れ
、
紙
は
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
イ
会

社
製
オ
ラ
ン
ダ
の
も
の
で
、
一
枚
目
に
は

｢V
an
der

L
ey
｣

の
す
か
し
が
、
二

枚
目
に
は
紋
章

(

剣
と

｢P
ro
P
atria｣

【｢

祖
国
の
た
め
に｣

を
意
味
す
る
ラ
テ
ン

語
】
の
銘
の
あ
る
王
冠
の
中
の
甲
冑
の
騎
士
と
ラ
イ
オ
ン)

が
入
っ
て
い
る
。

こ
の
リ
ス
ト
は
特
筆
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
以
下
の
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る

(
�)
。

●
武
具

○
甲
冑
一
揃

(

胸
甲
、
胴
、
佩
楯
、
籠
手
、
臑
当)

(

冑
、
面
頬
、
全
て
漆
塗
り)

○
矢
筒
一
個

(

大
和
靫)

、
形
状
種
々
の
矢
二
十
五
本
付

○
甲
冑
も
う
一
揃

○
赤
革
覆
い
の
小
銃

(

鐡
炮)

二
丁

○
拳
銃

一
丁

○
刀

一
本

○
投
槍

(

手
槍)

二
本

○
旗

(

幟
旗
あ
る
い
は
指
物)

三
本

○
指
揮
官
の
印

(

？)

一
本

○
旗
手
の
印

(

？)

一
本

●
軍
装

○
領
主
の
軍
装

一
揃

○
指
揮
官
の
軍
装

一
揃

○
兵
の
夏
軍
装

一
揃

○
兵
の
冬
軍
装

一
揃

○
将
校
の
羽
織
も
の

(

陣
羽
織)

二
組

●
食
器
類
一
揃

○
漆
塗
り
の
小
卓

(

膳)

一
膳

○
漆
塗
り
鉢

一
客

○
漆
塗
り
椀

三
客

○
盆

一
枚

○
椀
台

(

天
目
台
？)

一
客

○
銅
製
蓋

(

香
炉)

一
個

○
陶
器
壺

(

花
瓶
、
あ
る
い
は
、
器)

一
壺

●
そ
の
他

○
漆
塗
り
薬
箱

(
薬
入
れ)

一
箱

○
薬
入
小
箱

一
箱
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○
そ
ろ
ば
ん

一
本

○
煙
草

(

煙
草
入
れ)

一
箱

○
パ
イ
プ

(
煙
管)

一
本

○
金
属
鏡

二
個

○
横
笛

一
本

○
羅
針
盤

一
個

○
石
製
す
ず
り
、
墨
付

一
個

○
傘

一
本

○
ハ
ン
カ
チ
代
わ
り
に
使
う
紙

(
鼻
紙)

一
束

●
書
籍

○
学
問
の
本

一
冊

(

第
十
八
号)

内
容
は
言
語
・
文
学
、
天
文
学
、
航
海
術
、

物
理
学
、
地
理
学
、
芸
術
。

○
名
家
家
紋
の
本

一
冊

(

第
十
五
号)

○
軍
装
姿
の
古
武
人
画
を
描
い
た
本

一
冊

(

第
十
四
号)

○
作
詩
法
術
の
本

一
冊

(

第
八
号)

○
演
劇
の
本

一
冊

(

第
十
一
号)

○
絵
画
の
本

一
冊

(

第
二
号)

日
本
の
家
屋
、
庭
園
、
禽
獣
、
狩
、
他
が
描

か
れ
て
い
る

こ
の
目
録
は
、
他
の
目
録
、
例
え
ば
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書
館
部
門
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る

｢

ア
カ
デ
ミ
ー
博
物
館
に
保
管
す
る
よ
う
、

皇
帝
陛
下
か
ら
ご
下
賜
さ
れ
た
物
品
目
録
、
一
八
一
〇
年
【
月
な
し
】
九
日｣

(
�

�
�

�
�
�
�
�
	
�

�
�
	

�
�
��

�
���

�
����

�
�
	

���

�
�
��

�
�
	
���)

の

基
に
な
っ
て
お
り
、
同
物
品
目
録
は
、
上
記
目
録
を
文
字
通
り
そ
の
ま
ま
引
き
写
し

て
い
る
。
ま
た
、
部
分
的
に
引
き
写
し
た
も
の
と
し
て
、
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館

の
所
蔵
品
目
録
第
六
七
七
号
中
、
ア
ジ
ア
博
物
館
目
録
第
四
六
号

(

第
一
七
項

｢

日

本
の
物
品｣)

が
あ
る
。
こ
の
第
六
七
七
号
目
録
は
混
成
目
で
あ
る
。
後
者
は
ア
ジ

ア
博
物
館
の
目
録
を
基
に
、
す
で
に
一
九
世
紀
末
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
は
、
日
本
の
甲
冑
の
こ
と
を
記
し
た
文
書
が
あ
る

(�
�
�
�
�
�
	
��

�
�
	
�

��
	��	

�
���

�
	


��	)

。
こ
れ
は
Ｍ
・
Ｍ
・
ブ
ル
ダ
コ
フ
の

リ
ス
ト
第
一
号
に
、
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

｢

露
米
会
社
幹
事
会
の
上
申
書

故
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
、
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
両
海
軍
大
尉
が
露
米
会
社
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に

勤
務
し
て
い
た
際
、
両
名
に
よ
り
、
運
び
出
さ
れ
た
日
本
の
甲
冑
を
皇
帝
陛
下
に
献

上
に
す
る
件

日
本
の
甲
冑
に
つ
い
て

故
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
、
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
両
海
軍
大
尉
は
、
既
に
閣
下
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、

故
レ
ザ
ノ
フ
氏
の
発
案
に
よ
り
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
対
し
て
秘
密
遠
征
を
行
い
ま
し
た

が
、
同
島
に
お
り
ま
し
た
際
、
日
本
の
軍
隊
が
使
用
し
て
い
る
甲
冑
お
よ
び
そ
の
他

の
武
器
、
数
種
を
入
手
し
ま
し
た
。
甲
冑
の
一
つ
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
す
で
に
当

地
に
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
会
社
幹
部
会
は
、
閣
下
に
そ
の
甲
冑
を
ご
覧
頂
き
、

そ
れ
が
注
目
に
値
す
る
も
の
と
閣
下
が
ご
判
断
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
所
定
の
処
置

の
後
、
皇
帝
陛
下
の
お
目
に
か
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

(

署
名)

一
八
〇
九
年
十
二
月
二
日

(�
	
)

●
日
本
の
装
束
目
録

○
鉄
製
漆
塗
り
の
背
、
胸
、
脇
を
覆
う
甲
冑

(

胴)

一
揃

○
鉄
製
漆
塗
り
冑
、
鉄
製
漆
塗
り
面

(

面
頬)

一
揃

( ) ロシア科学アカデミー人類学・民族学博物館 (クンストカーメラ) が蒐集したフヴォストフ・ダヴィドフ遠征関係資料について (シニーツィン)107
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○
吊
り
下
げ
て
膝
を
覆
う
甲
冑

(

佩
楯)

一
揃

○
足
を
覆
う
甲
冑

(

臑
当)

一
双

○
手
を
覆
う
甲
冑

(

籠
手)

一
双

○
刀

一
本

○
矢
筒
一
個
と
矢
十
三
本

○
衛
兵
所

(

兵
営)
の
前
に
立
て
、
将
校
の
尊
厳
を
表
す
印

(

幟
旗
？)

一
本

(
�
��
�
�
�)

ア
ラ
ク
チ
ェ
エ
フ
伯
爵
殿

露
米
会
社
の
最
高
幹
部
会
は
、
皇
帝
陛
下
に
日
本
の
甲
冑
を
献
上
し
た
。
こ
の
甲

冑
は
故
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
、
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
両
海
軍
大
尉
が
当
社
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に

勤
務
し
て
い
た
際
、
運
び
出
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
皇
帝
陛
下
は
こ
の
甲
冑
を
武
器
庫

に
納
め
る
よ
う
ご
命
令
あ
そ
ば
さ
れ
た
…
。

一
八
〇
九
年
十
二
月
二
十
七
日

(�
��)

●
武
具
目
録

○
冑

○
面

(

面
頬)

○
背
被
付
胸
当

(

二
枚
胴)

○
前
掛
け

(

佩
楯)

○
手
に
付
け
る
く
さ
り
か
た
び
ら

一
双

(｢

手
の
鎖｣

二
足
＝
籠
手)

○
足
に
付
け
る
く
さ
り
か
た
び
ら

一
双

(｢

足
の
鎖｣

二
足
＝
臑
当)

○
刀

○
壊
れ
た
弓

○
蓋
付
の
矢
筒
、
矢
十
一
本
付

○
柄
に
付
け
て
立
て
る
黒
い
飾
り

(

幟
旗
？)｣

(�
��)

ま
た
、
次
の
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ー
の
文
書
も
あ
る
。

｢

皇
帝
陛
下
が
ア
カ
デ
ミ
ー
に
ご
下
賜
さ
れ
た
日
本
の
品
物
は
、
本
年
九
月
九
日
、

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
チ
ュ
リ
ピ
ン
五
等
官
か
ら
受
領
さ
れ
、
セ
ヴ
ァ
ス
チ
ノ
フ
特
任

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
よ
り
、
博
物
館
に
収
め
ら
れ
た
。
同
様
に
、
チ
ュ
リ
ピ
ン
氏
に

よ
り
署
名
さ
れ
た
、
日
本
物
品
目
録
も
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
今
後
の
予
定
で
は
、

同
目
録
を
会
議
に
提
出
し
、
さ
ら
に
、
八
部
か
ら
成
る
中
国
の
医
療
手
引
書
が
、
目

録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
受
納
さ
れ
て
な
い
こ
と
を
報
告
す

る
予
定
で
あ
る
。
た
だ
し
、
露
米
会
社
理
事
ブ
ル
ダ
コ
フ
氏
が
チ
ュ
リ
ピ
ン
氏
に
認

め
て
博
物
館
に
送
付
し
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
そ
の
手
引
き
書
は
、
同
氏
か
ら
直
接
ア

カ
デ
ミ
ー
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
。Ｎ

・
オ
ゼ
レ
ツ
コ
フ
ス
キ
ー

一
八
一
〇
年
十
二
月
十
三
日｣

(	


�

�
�


�


�
��

�
�
�
������

�
���

�
���

�
�
��)

文
書
は
帝
室
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
か
ら
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
上
記
の
物
品
の
移
管

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
そ
れ
を
完
全
に
、
あ
る
い
は
部
分
的
に

引
き
写
し
た

(

�)

。

こ
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
物
品
の
大
部
分
は
、
第
六
七
七
号
と
第
六
八
一

号
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不

思
議
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
物
品
の
一
部
は
、
一
九
五
〇
年
に
モ
ス
ク
ワ
の
東
洋
民

族
博
物
館
か
ら
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
に
移
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
含
ま
れ

て
い
た

(

例
え
ば
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
移
さ
れ
た
銃
袋
、
第
五
九
四
五‒

九
九
号
は

｢

元
の｣

銃
袋
、
第
六
七
七‒

三
六
号
と
、
一
方
南
部
家
の
家
紋
の
入
っ
た

｢

モ
ス
ク
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ワ
の｣

矢
筒
、
第
五
九
六
六‒

三
八
号
は

｢

元
の｣

矢
筒
、
第
六
七
七‒

三
四
／
二
四

号
と
同
一
の
も
の
で
あ
る)

。
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、｢

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ｣

物
品
は
、
理
由
は
不
詳
な
が
ら
、
東
洋
諸
民
族
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
一
旦
移

管
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
五
〇
年
に
、
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
に
逆
戻
り
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
重
要
な
文
書
と
し
て

｢

露
米
会
社
に
帰
属
す
る
日
本
の
品
物
目
録
。

会
社
か
ら
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
も
送
付
。
目
録
の
日
付

一
八
一
四
年
四
月
六
日｣

が
あ
る

(�
�
�

�
�
�
�
�
	
�

�
�
	

�
�
��

�
���

�





�
�
�
	


��)

。
こ
の
第
二
の
、
同
じ
く
Ｍ
・
Ｍ
・
ブ
ル
ダ
コ
フ
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
目
録
に
は
、
次
の
よ
う
な
日
本
の
物
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。

○
偶
像
入
れ

二
個

サ
ハ
リ
ン
島
ア
ニ
ワ
湾
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

(

仏
堂

か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
信
仰
の
対
象
物
。
厨
子
？)

○
杢
蝋
燭
入
り
漆
塗
り
箱

一
個

○
放
浪
僧
が
用
い
る
周
囲
を
巻
か
れ
た
貝
殻

一
個

○
僧
侶
の
帽
子

一
個

○
書
籍
七
冊

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
れ
ぞ
れ
に
露
米
会
社
の
所
有
印
あ
り

(

露

米
会
社
の
所
有
物
と
思
わ
れ
る)

○
帳
簿
二
冊

○
秤
【���

���
�

】(

銀
秤)

最
初
の
目
録
に
あ
る
書
物
は
、
第
二
の
目
録
に
あ
る
書
物
に
部
分
的
に
対
応
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
ブ
ル
ダ
コ
フ
に
よ
っ
て
書
物
が
送
付
さ
れ
た
際
に
混
同
が
生

じ
た
た
め
で
、
こ
の
こ
と
は
文
書
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
書
物

(

帳
簿)

の
う

ち
の
或
る
も
の
は
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所

(

旧
ア
ジ
ア
博
物
館)

に
所
在
し
て
い
る
。
民
族
学
的
物
品
の
辿
っ
た
運
命
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く

秤

(

銀
秤)

第
六
七
九‒

二
号
は
上
記
目
録
に
記
載
の
あ
る

｢
���

����｣

の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
遠
征
時
の
品
物
は
、
他
の
混
成
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
に
も
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
一
八
二
八
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
海
軍
庁
旧
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第

六
八
〇
号
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
六
七
九
号

(

ア
ジ
ア
博
物
館
旧
蔵
、
一
八
八
七
年)

、

お
よ
び
、
い
わ
ゆ
る

｢

無
番
号｣

物
品
で
あ
る

(

人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
の
蒐
集

品
に
は
ラ
ベ
ル
が
紛
失
し
た
日
本
物
品
が
多
数
あ
る)

。

例
え
ば
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
六
八
〇
号
に
は
、
一
八
二
八
年
に
廃
館
さ
れ
た
海
軍
庁

博
物
館
か
ら
ア
ジ
ア
博
物
館
を
経
て
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
物
品

が
五
つ
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
以
下
の
物
は
、
明
ら
か
に
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
・
ダ

ヴ
ィ
ド
フ
の
遠
征
に
よ
る
物
品
と
関
係
し
て
い
る
。

松
前
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
古
い
甲
冑

(

胸
当
、
籠
手
二
双)

松
前
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
綿
入
れ
長
上
着

(

ア
イ
ヌ
の
も
の
か
？)

最
後
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
六
七
九
号
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
五
つ
の
物
品
か
ら
成
り
、
そ
れ
ら
は
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
の
初
期
の
日
本
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
も
の
で
、
一
八
八
二
年
に
ア
ジ
ア
博
物
館
か
ら
人
類
学
・
民
族
学

博
物
館
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
れ
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
通
り
。

第
六
七
九‒

一
号

木
製
小
箱
に
入
っ
た
日
本
品

第
六
七
九‒
二
号

秤
【�

�����

、���
����

】(

銀
秤)

第
六
七
九‒

三
号

木
製
小
箱
に
入
っ
た
そ
ろ
ば
ん

第
六
七
九‒

四‒

四
号

入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
木
製
小
箱

第
六
七
九‒

五
号

豊
饒
祈
願
の
牙
製
偶
像

陽
物
崇
拝
の
対
象
物

( ) ロシア科学アカデミー人類学・民族学博物館 (クンストカーメラ) が蒐集したフヴォストフ・ダヴィドフ遠征関係資料について (シニーツィン)109
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東京大学史料編纂所研究紀要 第21号 2011年３月 ( )110

表

番号 館内所蔵品番号 品名 註記

1 677-33 甲冑一式 (当世具足､ 胴､ 冑､ 面頬､ 佩楯､
籠手二足､ 臑当二足)�

2 677-34 矢筒 (大和靫) 南部家の家紋付 矢二十四本 目録上､ 矢筒は二種ある
ことになっている

3 677-35 甲冑一組 (当世具足､ 胴､ 陣笠､ 面頬､ 佩楯､
袖､ 籠手二足)

4 677-36 覆い付小銃 (鉄砲) 目録上､ 小銃は二種ある
ことになっている

5 677-37 拳銃

6 677-38 そろばん

7 677-39 煙管 所在不明

8 677-40 ガラス製鏡

9 677-41 ガラス製鏡

10 677-42 蓋付羅針盤

11 677-43 漆塗り蓋付小箱

12 677-45 漆塗り薬入

13 677-46 たわし

14 677-47 小卓 膳

15 677-48 薬包袋 (胴乱)

16 677-49/1 手遣

17 677-49/2 手遣

18 677-50 刀鞘なし

19 677-51 刀鞘付 所在不明

20 677-52 漆塗鉢大

21 677-53 漆塗椀

22 677-54 漆塗椀

23 677-55 漆塗椀

24 677-56 漆塗椀

25 677-57 薬入､ 厚紙蓋付

26 677-58 小卓 (杯台)

27 677-60 銅製香炉(火鉢､ 香炉)

28 677-63 青銅製囑台 ？

29 679-1 木製小箱に入った日本品 ？

30 679-2 秤【������､ ��	
���】(銀秤) ？

31 679-3 木製小箱に入ったそろばん ？

32 679-4 入れ子の木製小箱四箱 ？

33 679-5 豊饒祈願の牙製偶像 (陽物崇拝の対象､ 張形) ？

34 680-1 胸甲､ 胸当 (胴)､ 手覆 (籠手) 二足

35 680-2 アイヌの上着

36 681-11 酒杯用の受け台､ 丸穴が開いている (天目台)

37 681-42 (陣羽織)

38 681-43 (陣羽織 錦 ラッコの毛皮付)

39 5945-99 赤革袋 南部家家紋付 677-36と同一 1950年モスクワ東洋博物
館からの移管

40 5966-38 1950年モスクワ東洋博物館からの移管品 1950年モスクワ東洋博物
館からの移管

©2011 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



最
後
の
品
物
は
、
特
に
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
択

捉
島
、
唐
太
島
の
神
道
の
礼
拝
堂
の
一
つ
か
ら
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の

部
下
が
持
ち
去
っ
た
、
崇
拝
対
象
物
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
か
ら
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
遠
征
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
と

し
て
以
下
の
物
品
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。(

表)

( ) ロシア科学アカデミー人類学・民族学博物館 (クンストカーメラ) が蒐集したフヴォストフ・ダヴィドフ遠征関係資料について (シニーツィン)111

館内所蔵品番号No.677-36. 南部家家紋付赤革覆い付小銃

館内所蔵品番号No.677-42. 羅針盤
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[

筆
者
註]

(

�)

二
〇
世
紀
初
め
ま
で
、
ア
ジ
ア
博
物
館
と
民
族
学
博
物
館
は
、
旧
ク
ン
ス
ト
カ
ー

メ
ラ
の
同
一
建
物
内
に
あ
っ
た
。

(

�)

目
録
第
六
七
七
号
は
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の

｢

日
本
の
物
品｣

目
録
第
四
六
号

(

第

一
七
項)

、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書
館
部
門
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
フ
ォ
ン
ド
に

基
づ
い
て
い
る
。

(

�)

今
日
で
は
、
従
来
通
り
、
国
立
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
武
器
庫
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。

(

�)

現
在
、
こ
の
文
書
は
、
人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
の
東
ア
ジ
ア
・
南
東
ア
ジ
ア
部

門
の
資
料
中
に
あ
る
。

(

�)

こ
の
一
覧
表
は
、
書
き
直
し
て
い
る
。
元
は
一
部
ロ
シ
ア
古
語
。(

)

内
は
、
著

者
の
同
定
し
た
日
本
語
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
文
書
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。｢

皇
帝
陛
下
か
ら
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

博
物
館
で
保
存
す
る
た
め
に
御
下
賜
さ
れ
た
品
物
の
目
録
一
八
一
〇
年
【
？
月
】
九

日｣
(*
+
�
�
�
�
,
-
��,
�
�
�
.��(�),

/
01,
2
30),

4
4
�
.�0,

2
3.5,

4
4
�
0�6)

ア
カ
デ
ミ
ー
文
書
は
以
下
の
通
り
。｢

皇
帝
陛
下
が
ア
カ
デ
ミ
ー
に
ご
下
賜
さ
れ
た

日
本
の
品
物
は
、
本
年
九
月
九
日
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
チ
ュ
リ
ピ
ン
五
等
官
か
ら

受
領
さ
れ
、
セ
ヴ
ァ
ス
チ
ノ
フ
特
任
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
よ
り
、
博
物
館
に
収
め
ら

れ
た
。
同
様
に
、
チ
ュ
リ
ピ
ン
氏
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
、
日
本
物
品
目
録
も
送
ら
れ

て
き
て
い
る
。
今
後
の
予
定
で
は
、
同
目
録
を
会
議
に
提
出
し
、
さ
ら
に
、
八
部
か

ら
成
る
中
国
の
医
療
手
引
書
が
、
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま

だ
受
納
さ
れ
て
な
い
こ
と
を
報
告
す
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
露
米
会
社
理
事
ブ

ル
ダ
コ
フ
氏
が
チ
ュ
リ
ピ
ン
氏
に
認
め
て
博
物
館
に
送
付
し
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
そ

の
手
引
き
書
は
、
同
氏
か
ら
直
接
ア
カ
デ
ミ
ー
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
。
Ｎ
・
オ
ゼ
レ
ツ
コ
フ
ス
キ
ー

一
八
一
〇
年
十
二
月
十
三
日｣

(*
+
�
�
�
�
,
+
�
�,
�
�
�
.��(),

/
01,
2
30),

4
�
�)

。

人
類
学
・
人
種
学
博
物
館
の
所
蔵
品
目
録
第
六
七
七
号
中
の
ア
ジ
ア
博
物
館
の
目

録
第
四
六
号

(
第
一
七
項

｢

日
本
の
品
物｣)

、
お
よ
び
そ
の
混
成
目
録
第
六
七
七
号
、

後
者
は
ア
ジ
ア
博
物
館
の
目
録
を
基
に
す
で
に
一
九
世
紀
末
に
作
成
さ
れ
た
も
の
。

( ) ロシア科学アカデミー人類学・民族学博物館 (クンストカーメラ) が蒐集したフヴォストフ・ダヴィドフ遠征関係資料について (シニーツィン)113
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＊
＊
＊
＊
＊

�
本
稿
中
【

】
の
み
が
訳
者
の
注
。
そ
れ
以
外
の

｢
｣

、(
)

等
は
す
べ
て
著
者
の

注
記
。

�(
)

内
は
筆
者
に
よ
る
同
定
名
称
。

(

翻
訳
：
有
泉
和
子)
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